
JP 2003-203560 A5 2006.8.31

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 8月 31日 (2006.8.31)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2003-203560(P2003-203560A)
【 公 開 日 】 平 成 15年 7月 18日 (2003.7.18)
【 出 願 番 号 】 特 願 2002-291916(P2002-291916)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｈ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ Ｊ    9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)   9/02     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ Ｊ   29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)  29/04     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ Ｊ   31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)  31/12     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｈ ０ １ Ｊ    9/02          Ｅ
   Ｈ ０ １ Ｊ   29/04          
   Ｈ ０ １ Ｊ   31/12          Ｃ
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 電 子 源 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 体 上 に 、 各 々 が 一 対 の 電 極 と 該 電 極 間 を 接 続 す る 高 分 子 膜 と か ら な 数 の ユ ニ ッ ト
と 、 を 配 置 す る 工 程 と 、
　 記 複 数 の ユ ニ ッ ト の 各 々 を 構 成 す る 前 記 高 分 子 膜 を 、 全 て 、 低 抵 抗 化

る 工 程 と 、
　 記 に 、 前 記 配 線 を 介 し て 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 前 記

の 一 部 に 間 隙 を 形 成 す る 工 程 と 有 し 、
　 の 後 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 源 の 製 造 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 工 程 が 、 前 記 高 分 子 膜 に 電 子 ビ ー ム

を 照 射 す る 工 程 に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 源 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 を 、 行 方 向 配 線 、 列 方 向 配 線
か ら な る マ ト リ ク ス 配 線 で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 源 の
製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 工 程 は 、 各 行 方 向 配 線 ま た は 各 列 方 向 配 線 に 結 線 さ れ た 各
ユ ニ ッ ト に 対 し て 順 次 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 電 子 源 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 工 程 は 、 前 記 行 方 向 配 線 と 前 記 列 方 向 配 線 の う ち い ず れ か
一 方 の 配 線 群 の 全 て に 電 位 Ｖ １ を 印 加 し 、 他 方 の 配 線 群 の う ち 一 部 の 配 線 に Ｖ １ と は 異 な
る 電 位 Ｖ ２ を 印 加 し 、 残 り の 配 線 に Ｖ １ を 印 加 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

ま た は に 記 載 の 電 子 源 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 工 程 は 、 前 記 行 方 向 配 線 う ち 一 部 の 配 線 に 電 位 Ｖ １ を 印 加
し 、 残 り の 配 線 に Ｖ １ と は 異 な る Ｖ ２ を 印 加 し 、 前 記 列 方 向 配 線 の う ち 一 部 の 配 線 に 電 位
Ｖ １ を 印 加 し 、 残 り の 配 線 に Ｖ １ と は 異 な る Ｖ ２ を 印 加 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ま た は に 記 載 の 電 子 源 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 工 程 は 、 前 記 配 線 に 接 触 配 置 さ れ た 電 気 的 接 続 手 段 か ら の
通 電 に よ り 行 わ れ る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か 一 項 に 記 載

基 る 複
該 各 ユ ニ ッ ト の 電 極 に 接 続 さ れ た 配 線 と

前 し 、 炭 素 を 主 成
分 と す る 導 電 性 膜 に せ し め 第 １ の

前 炭 素 を 主 成 分 と す る 導 電 性 膜
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前 記 第 ２ の 工 程 は 、 前 記 第 １ の 工 程

第 １ の 、 光 ま た は イ オ ン ビ ー
ム

各 ユ ニ ッ ト の 電 極 に 接 続 さ れ た 配 線
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の 電 子 源 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 基 体 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の 電 子 放 出 素 子 を 有 す る 電 子 源 と 、 該 電 子 源
か ら の 電 子 線 の 照 射 に よ り 画 像 を 形 成 す る 画 像 形 成 部 材 と を 有 す る 画 像 形 成 装 置 の 製 造 方
法 に お い て 、 前 記 電 子 源 を 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 製 造 方 法 に て 製 造 す る
こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 の 製 造 方 法 。
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